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は
じ
め
に

龍
谷
大
学
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
二

O
一
五
年
か
ら
五
カ
年
計
画
で
「
日
本
仏
教
の
通
時
的
・
共
時
的
研
究
|
多
文
化
共
生
社
会
に
お

け
る
課
題
と
展
望

T
」
を
統
合
テ
l
マ
と
し
て
研
究
を
遂
行
し
て
い
る
。
筆
者
は
、
グ
ル
ー
プ
1
ユ
ニ
ッ
ト
A
「
日
本
仏
教
の
形
成
と
展
開
」
に
所
属
し
、

南
都
北
嶺
班
(
サ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
斑
は
研
究
班
全
部
で
九
つ
)
の
サ
プ
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
を
担
当
し
て
い
る
。
拙
稿
は
比
叡
山
の
地
勢
学
的
な
位
置
づ
け

に
留
意
し
研
究
に
取
り
掛
か
っ
た
。
本
研
究
セ
ン
タ
ー
の
構
想
調
書
の
中
で
は
次
の
点
を
謡
っ
て
い
る
。
「
比
叡
山
は
貴
重
な
原
生
林
が
残
り
、
歴
史
的
に

も
山
林
保
全
が
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
植
物
生
態
学
的
な
解
明
は
比
叡
山
に
伝
存
す
る
植
栽
関
連
文
書
と
の
関
係
の
な
か
で
明
か
さ
れ
る
」
と
の

内
容
で
あ
る
。
筆
者
は
、
比
叡
山
に
伝
わ
る
植
栽
関
連
文
書
を
『
叡
山
文
庫
文
書
絵
図
目
録
』
(
延
暦
寺
編
)
を
頼
り
に
調
査
し
、
叡
山
文
庫
よ
り
新
た
な

五
点
の
資
料
を
検
出
し
た
。

比
叡
山
は
鎌
倉
仏
教
の
多
く
の
祖
師
が
こ
の
山
で
学
ん
だ
こ
と
か
ら
「
日
本
仏
教
の
母
山
」
と
称
さ
れ
、
「
伝
教
大
師
の
衣
の
森
」
と
仰
が
れ
て
今
日
に

至
っ
て
い
る
。
今
回
、
新
資
料
を
翻
刻
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
近
世
の
比
叡
山
で
は
知
何
に
伝
教
大
師
の
精
神
を
受
け
継
い
で
山
林
を
保
全
し
伽
藍
整

備
に
尽
力
し
て
き
た
か
、
そ
の
一
端
に
触
れ
る
こ
と
と
し
た
い
。

比
叡
山
を
端
的
に
表
現
し
た
言
葉
に
「
論
・
湿
・
寒
・
貧
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
厳
し
い
自
然
環
境
の
中
で
、
身
の
回
り
を
最
小
限
の
衣
食
住
に
と
ど
め
、

山
の
寒
さ
に
耐
え
て
修
行
に
励
む
様
子
を
表
し
て
い
る
。
天
台
大
師
智
韻
(
五
三
八

1
五
九
七
)
の
法
灯
を
受
け
継
い
だ
伝
教
大
師
最
澄
(
七
六
七

1
八

二
二
)
は
、
「
山
修
山
学
」
の
理
念
の
も
と
『
山
家
学
生
式
』
を
奏
上
し
、
菩
薩
僧
の
養
成
に
向
け
て
十
二
年
寵
山
制
を
設
け
て
い
る
。
爾
来
、
比
叡
山
に

入
り
日
々
教
学
を
研
鎖
し
修
行
す
る
僧
の
様
子
を
「
論
湿
寒
貧
」
と
捉
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

最
澄
が
山
修
山
学
を
主
張
し
た
理
由
と
し
て
、
武
覚
超
博
士
は
先
行
研
究
を
次
の
四
点
に
ま
と
め
て
い
る
。
そ
れ
は
、
道
稽
や
行
表
の
影
響
・
智
顕
の

『
天
台
小
止
観
』
所
説
の
「
閑
居
静
処
」
の
内
容
・
『
不
空
表
制
集
』
に
基
づ
く
構
想
・
『
山
家
学
生
式
』
の
著
述
で
南
都
に
対
す
る
危
機
意
識
か
ら
龍
山

十
二
年
の
山
修
山
学
制
度
を
設
け
た
こ
と
・
で
あ
る
。
従
来
説
に
対
し
て
同
博
士
は
、
伝
教
大
師
が
山
修
山
学
の
理
念
を
た
て
た
理
由
は
大
師
の
末
法
意

識
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
大
で
あ
る
点
を
論
じ
て
い
る
①
。

斯
界
分
野
の
研
究
は
、
既
に
武
覚
超
博
士
の
『
比
叡
山
諸
堂
史
の
研
究
』
『
比
叡
山
仏
教
の
研
究
』
の
二
著
に
よ
っ
て
、
広
範
囲
か
つ
詳
細
に
な
さ
れ
て
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い
る
②
。
拙
稿
で
は
前
述
し
た
研
究
体
制
の
上
か
ら
研
究
視
点
を
少
し
植
栽
に
向
け
な
が
ら
若
干
の
新
資
料
と
向
き
合
っ
て
述
べ
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

五
点
の
資
料
を
主
に
年
代
順
に
紹
介
し
全
文
翻
刻
し
た
上
で
、
そ
こ
に
新
た
な
知
見
を
示
し
た
い
。
末
尾
に
資
料
の
写
真
の
一
部
を
掲
載
す
る
。
原
文
に

沿
っ
て
翻
刻
し
紙
数
を
[
〕
で
示
し
、
改
行
を
/
と
表
記
し
た
。

元
亀
の
法
難
と
再
興

先
ず
『
比
叡
山
再
興
縁
起
』
は
十
一
紙
か
ら
な
り
、
縦
二
十
七
糎
で
胡
蝶
綴
じ
、
半
紙
九
行
・
一
行
に
十
七
字
前
後
の
写
本
で
あ
る
。
奥
付
や
全
体
の

様
子
か
ら
天
正
十
二
年
(
一
五
八
四
)
に
探
題
の
豪
盛
が
記
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
内
容
は
冒
頭
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
「
比
叡
山
縁
起
根

本
中
堂
」
「
延
暦
寺
戒
壇
院
再
興
縁
起
」
「
山
門
無
動
寺
堂
社
再
興
縁
起
」
「
比
叡
山
浄
土
院
縁
起
」
の
四
項
目
か
ら
な
る
。

書
名
に
あ
る
よ
う
に
、
信
長
の
叡
山
焼
き
討
ち
直
後
か
ら
の
復
興
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
『
比
叡
山
再
興
縁
起
』
に
対
応
す
る
箇
所
を
『
天
台
座
主
記
』

で
確
か
め
る
と
、
元
亀
二
年
(
一
五
七
一
)
九
月
十
二
日
に
信
長
が
大
軍
を
率
い
て
山
上
山
下
の
堂
塔
僧
坊
を
一
宇
残
さ
ず
悉
く
焼
き
尽
く
す
と
あ
る
守

そ
の
後
天
正
十
年
(
一
五
八
二
)
十
一
月
に
三
千
の
残
徒
が
帰
山
し
再
建
に
力
を
尽
く
し
、
豪
盛
と
祐
能
は
山
に
在
っ
て
再
興
に
務
め
た
と
-
記
録
さ
れ
る
宅

『
比
叡
山
再
興
縁
起
』
の
奥
付
を
み
る
と
「
比
叡
山
縁
起
」
で
は
天
正
十
二
年
五
月
日
探
題
法
印
豪
盛
敬
白
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
『
比
叡
山
再
興
縁
起
』

の
作
者
は
豪
盛
と
み
ら
れ
る
。

「
比
叡
山
縁
起
根
本
中
堂
」
に
お
い
て
は
、
初
め
に
「
比
叡
山
縁
起
」
と
改
題
し
次
の
よ
う
に
書
き
始
め
て
い
る
。
比
叡
山
は
印
度
中
国
日
本
に
一
致

し
た
霊
峰
で
、
三
塔
九
院
の
仏
閣
に
三
千
僧
侶
が
住
し
て
い
る
。
(
一
乗
)
止
観
院
を
闘
か
れ
た
伝
教
大
師
自
ら
が
一
万
三
礼
し
薬
師
如
来
を
刻
み
(
根
本
)

中
堂
の
本
尊
と
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
入
唐
求
法
に
よ
り
円
教
の
玄
奥
を
究
め
て
帰
朝
す
る
。
根
本
中
堂
は
六
即
七
重
の
界
を
結
し
、
六
十
六
本

の
柱
を
立
て
、
鎮
護
国
家
の
道
場
と
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
武
博
士
の
研
究
⑤
に
よ
れ
ば
、
根
本
中
堂
は
最
澄
の
創
建
以
来
現
在
ま
で
五
度
の
建
立
の

変
遷
を
経
て
拡
張
さ
れ
て
き
た
と
あ
る
。
ま
た
、
本
資
料
に
よ
る
六
十
六
本
の
柱
と
は
文
体
か
ら
す
る
と
最
澄
の
創
建
時
の
堂
を
指
す
か
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
本
資
料
に
は
「
八
百
余
年
の
星
霜
を
積
み
永
禄
十
二
年
仲
秋
i
中
略
i
図
ら
ず
も
兵
旗
が
ふ
き
山
中
の
伽
藍
半
日
に
し
て
灰
燈
と
な
り
i
中
略
j猪

や
鹿
が
伏
す
と
こ
ろ
に
松
柏
を
植
え
て
林
の
地
と
な
り
」
と
あ
り
、
元
亀
二
年
(
一
五
七
一
)
に
兵
に
よ
っ
て
山
中
の
伽
藍
は
半
日
で
灰
燈
に
帰
し
た
こ

290 



と
が
分
か
る
。
資
料
の
続
き
か
ら
は
、
松
や
桧
を
植
え
林
と
し
、
再
建
の
志
を
立
て
た
予
(
豪
盛
)
は
西
国
の
人
々
か
ら
再
建
に
必
要
な
用
材
の
寄
付
を

集
め
た
様
子
が
読
み
取
れ
る
。

本
資
料
の
四
点
目
に
な
る
「
比
叡
山
浄
土
院
縁
起
」
に
移
り
た
い
。
回
目
頭
に
当
山
が
極
楽
浄
土
院
と
し
て
伝
教
大
師
の
御
廟
で
あ
り
、
弥
陀
知
来
を
安

置
し
た
浄
剰
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
永
禄
十
二
年
(
元
亀
二
年
)
仲
秋
、
兵
乱
の
災
難
に
遭
い
仏
閣
堂
塔
は
燃
え
上
が
り
、
神
社
僧
坊
が
僅
か

残
り
、
数
千
の
楚
石
が
残
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
表
現
か
ら
す
る
と
、
元
亀
の
法
難
で
は
一
つ
或
い
は
少
し
の
堂
塔
が
残
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
興
味
深

い
記
述
で
あ
る
。

こ
こ
で
次
の
資
料
で
あ
る
『
比
叡
山
結
界
之
証
文
』
を
検
討
す
る
。
本
資
料
は
奥
付
か
ら
慶
長
十
三
年
八
月
八
日
、
当
時
の
執
行
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ

た
写
本
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
十
二
紙
の
胡
蝶
綴
じ
資
料
で
あ
る
。
冒
頭
に
記
す
よ
う
に
結
界
に
つ
い
て
は
『
山
家
最
要
略
記
』
に
基
づ
い
て
い
る
@
。
『
山

家
最
要
略
記
』
は
口
決
と
し
て
天
台
の
六
即
各
々
の
結
界
を
説
い
て
い
る
が
、
本
資
料
は
そ
こ
ま
で
は
触
れ
て
い
な
い
。
本
資
料
は
比
叡
山
の
結
界
に
つ

い
て
東
限
を
江
際
・
南
限
を
宜
谷
・
西
限
を
下
水
飲
・
北
限
を
横
川
谷
と
示
し
て
い
る
。

『
比
叡
山
結
界
之
証
文
』
は
続
い
て
山
門
へ
の
寄
附
を
記
し
て
い
る
。
主
に
志
賀
郡
か
ら
の
お
米
の
量
を
記
録
し
て
い
る
。
坂
本
地
域
か
ら
の
寄
附
が

多
い
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
他
、
慶
長
元
年
(
一
五
九
六
)
の
記
録
と
し
て
延
暦
寺
再
興
の
為
に
三
井
寺
二
千
石
を
三
塔
の
寺
領
と
し
て
い
る
。
上
坂
本

と
葛
川
合
わ
せ
て
千
五
百
七
十
三
石
を
検
地
の
上
、
永
代
に
寄
附
し
て
い
る
。
写
本
奥
付
に
後
補
で
秀
吉
公
千
五
百
石
余
御
朱
印
写
と
し
て
い
る
。
ま
た

五
丁
裏
に
は
後
補
と
し
て
貼
紙
で
「
権
現
様
御
制
札
写
」
と
あ
り
、
六
丁
裏
に
は
後
補
で
「
権
現
様
千
石
始
而
御
寄
附
書
立
」
と
記
し
て
お
り
、
秀
吉
や

徳
川
家
康
の
寄
附
に
触
れ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
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①
『
比
叡
山
再
興
縁
起
』
(
止
観
院
蔵
)

[
一
丁
表
]

比
叡
山
再
興
縁
起
[
一
丁
裏
]
[
二
丁
表
]

比
叡
山
縁
起
根
本
中
堂
/
延
暦
寺
戒
壇
院
再
興
縁
起
/
山
門
無
動
寺
堂
社
再
興
縁
起
/
比
叡
山
浄
土
院
縁
起

[
ニ
丁
塞
[
三
丁
表
]



比
叡
山
縁
起
/
熟
惟
温
故
知
新
先
賢
所
尚
継
絶
興
廃
季
世
豊
栄
抑
/
吾
山
者
三
園
一
致
之
霊
峰
貴
旗
三
祖
一
徹
之
法

所
以
/
分
一
山
於
三
塔
構
九
院
之
仏
閣
住
三
千
之
芯
萄
宝
三
/
諦
之
視
境
勝
区
恭
伝
教
大
師
感
化
神
之
霊
告
闘
止
/
観
院
到
攻
渓
千
仏
母
得
奇
槻
於
護
鬼

下
一
万
斧
/
音
響
雲
衛
行
三
礼
首
光
親
照
九
重
刻
三
仏
安
/
三
嶺
崇
薬
師
如
来
為
中
堂
本
尊
然
而
本
朝
延
/
暦
寺
桓
武
賢
勅
蒙
末
法
之
宜
旨
唐
朝
貞
元

跨
/
吉
一
丁
裏
]

徳
宗
之
化
世
奨
四
明
之
銀
地
謁
園
請
遼
之
傾
智
者
/
水
器
伝
仏
乗
大
戒
会
仏
瀧
之
満
師
深
湛
然
之
秘
蹟
/
窮
円
教
玄
奥
加
旋
拝
暁
阿
閣
梨
酒
五
瓶
水
修
然

/
之
禅
室
票
麿
脈
譜
被
明
師
支
派
抱
日
拭
最
澄
/
独
退
秀
才
至
子
翼
年
着
帰
舟
於
長
州
表
所
伝
転
籍
/
以
達
上
聞
披
講
席
於
花
夷
殊
根
本
中
堂
者
結
六
即

七
/
重
之
界
畔
立
六
十
六
本
極
為
鎮
護
国
家
道
場
法
華
/
金
光
仁
王
長
講
不
断
春
夏
十
二
神
将
七
千
夜
及
供
無
/
僻
秋
冬
並
祝
皇
帝
宝
守
王
城
之
鬼
門

爾
来
[
四
丁
表
]

天
安
羅
々
号
五
月
風
不
鳴
梢
地
平
利
々
号
十
日
両
不
/
揺
壌
教
播
扶
桑
安
全
之
徳
海
内
無
之
化
漸
積
/
星
霜
八
百
余
歳
也
雄
然
世
既
逼
漉
末
盛
表
随
時
変

/
去
永
禄
十
二
仲
秋
(
朱
書
右
に
コ
冗
亀
二
年
季
」
)
不
図
兵
旗
謎
雲
逆
風
扇
麓
山
中
/
伽
藍
半
日
灰
燈
於
戯
鑓
金
銀
於
坊
跡
為
猪
鹿
之
/
伏
処
植
松
柏
林

地
成
樵
吏
之
通
路
遠
聞
曹
悲
之
/
近
視
族
憐
之
愛
予
偶
逃
戦
場
之
元
災
慰
読
顕
密
/
之
織
位
嘩
且
慨
学
業
廃
/
忘
揺
弦
雌
励
再
建
之
巌
志
如
汲
侵
月
蛤
巨

海
為
[
四
丁
基

覆
一
賀
高
山
是
以
奏
聞
禁
要
請
論
旨
触
西
園
之
/
貴
賎
告
東
開
之
踏
索
求
寸
金
集
尺
材
欲
梢
造
興
/
中
堂
桃
昼
夜
之
燈
明
霊
与
力
善
男
不
惜
重
/
貨
同

志
之
信
女
真
樽
軽
財
少
雲
遍
大
虚
流
混
/
広
河
巨
益
局
唐
消
平
若
爾
者
噌
武
芸
将
家
均
長
/
良
笑
臆
之
誉
営
農
業
民
屋
飽
鼻
陶
伊
伊
之
恵
/
将
文
現
生
仰

衆
病
悉
除
盟
誓
保
寿
笹
於
百
歳
当
/
来
預
八
大
菩
薩
接
引
遂
願
於
西
方
乃
勧
誘
旨
/
趣
如
件

[
五
丁
表
]

天
正
十
二
年
五
月
日
探
題
法
印
豪
盛
敬
白
/
延
暦
寺
戒
壇
院
再
興
縁
起
/
原
路
於
仏
教
賢
者
授
三
帰
五
戒
以
為
軌
範
知
来
/
遺
敬
之
指
南
治
国
土
賢
君

者
行
三
網
五
常
以
為
政
/
敬
孔
丘
遺
文
之
庭
訓
是
則
雄
内
外
異
門
真
俗
帰
/
一
理
故
正
抑
当
山
戒
壇
院
者
嵯
峨
天
皇
御
宇
天
/
長
年
中
開
基
本
尊
者
法
花

能
統
教
主
釈
迦
知
来
/
大
乗
円
頓
之
戒
和
上
尤
当
来
導
師
弥
勅
慈
尊
教
[
五
丁
裏
]

授
阿
閤
梨
右
三
世
覚
母
文
殊
大
士
掲
磨
阿
閤
梨
安
三
尊
/
於
一
壇
標
三
学
倶
伝
又
顕
異
字
三
黙
堂
舎
表
霊
山
湧
/
現
変
塔
内
陳
二
経
所
在
寂
光
土
四
本
柱

則
仏
法
護
持
/
之
天
衆
乃
参
詣
子
仏
前
鳴
於
一
金
開
一
心
之
戒
蔵
行
/
右
繰
三
総
会
権
乗
三
衆
浄
戒
致
於
三
礼
帰
衣
座
/
室
之
方
軌
然
則
一
度
脆
実
相
之
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真
壇
持
一
得
永
不
/
矢
戒
窮
即
身
六
即
成
仏
縦
唯
白
衣
嬢
嬢
全
非
/
五
趣
輪
廻
之
人
伝
聞
異
朝
階
楊
帝
者
於
金
城
/
築
戒
壇
請
天
台
智
顔
禅
師
受
大
乗
之

戒
法
本
[
六
丁
表
]

朝
弘
仁
帝
於
大
裏
飾
戒
場
詔
慈
覚
大
師
講
菩
/
薩
之
戒
律
是
則
雄
庸
十
善
之
運
輔
万
機
之
政
/
潜
仰
三
宝
之
威
風
鎮
四
海
之
逆
浪
加
之
河
西
道
/
朗
疑
三

歳
之
苦
行
夢
中
感
知
来
之
授
戒
信
貴
満
慶
/
預
閤
魔
王
請
望
子
冥
府
講
讃
律
蔵
冥
巨
作
礼
/
並
獄
卒
捨
器
杖
菩
薩
代
罪
浮
沈
涌
釜
々
々
子
差
/
知
来
隠
双

林
之
雲
遠
但
星
霜
慈
氏
遊
中
天
霞
/
避
後
下
生
中
間
之
昏
街
不
照
戒
光
縁
何
前
仏
種
/
苗
茎
愛
九
州
肥
後
沙
門
某
欲
来
一
国
之
奉
加
遂

[
六
丁
基

一
宇
之
再
興
々
々
情
案
之
生
子
元
仏
世
捜
得
臭
袋
之
/
金
奇
異
喝
事
勝
之
平
乞
願
唯
真
遷
光
陰
急
催
/
郡
県
之
芳
情
令
満
造
功
之
願
望
若
然
現
満
山
之
冥

/
衆
加
擁
護
当
預
三
聖
汲
引
化
生
都
率
内
院
待
龍
/
花
之
正
覚
而
勧
誘
旨
趣
知
件
/
山
門
無
動
寺
堂
社
再
興
縁
起
/
夫
以
天
地
同
混
市
徳
覆
載
哉
勉

朔
子
宵
障
昼
夜
/
是
遁
体
要
吐
用
本
即
垂
述
調
輿
抑
当
山
者
内
雄
[
七
丁
表
]

掛
教
観
之
鏡
外
崇
神
明
之
威
光
尋
当
初
豊
葦
原
/
鉾
滴
結
極
波
止
鎧
字
浮
出
土
濃
縁
斯
称
大
日
本
園
/
然
来
播
冥
神
霊
応
金
国
家
盈
盛
赴
諸
仏
機
感
/
暁

衆
人
之
祥
福
愛
以
峯
仏
閣
並
軒
徒
衆
唱
天
長
/
地
久
麓
神
社
連
喪
神
人
福
治
園
利
民
就
中
南
山
/
無
動
寺
者
不
動
明
王
安
置
之
道
場
客
人
権
現
影
/
向
之

霊
靭
宜
哉
相
臆
和
尚
久
修
練
行
号
喧
誉
於
/
都
部
慈
円
僧
正
顕
密
兼
学
耶
飴
名
於
後
代
凡
九
旬
/
供
花
於
被
於
閑
伽
之
水
百
日
之
連
行
澄
裳
於
巷

[
七
丁
裏
]

草
露
加
之
葛
川
二
季
之
苦
行
太
上
毎
年
護
摩
等
/
皆
悉
和
尚
修
法
之
遺
流
也
甜
聴
在
世
之
威
力
至
/
体
祈
病
歯
加
菩
薩
冥
決
呪
后
妃
之
怨
告
護
/
法
吉
兆

知
斯
神
変
不
可
勝
計
是
併
天
心
感
通
行
徳
/
溢
身
故
将
又
客
人
宮
者
本
地
裟
婆
無
畏
大
士
臆
寂
/
伊
状
冊
之
噂
習
泰
澄
和
尚
請
出
現
白
山
之
金
/
池
雌
然

為
依
目
吉
之
化
導
分
光
於
四
明
之
洞
振
霊
/
威
遠
近
千
然
則
一
度
参
社
之
輩
梯
七
難
於
他
方
/
満
所
願
於
立
項
世
既
輩
溌
璃
欺
去
元
亀
初
秋

[
八
丁
表
]

兵
火
競
来
山
上
堂
舎
山
下
社
家
一
時
党
焼
過
十
筒
耳
/
余
然
旧
冬
准
余
社
再
興
客
人
宮
錐
建
仮
殿
遷
神
/
身
不
動
堂
未
能
改
廃
跡
結
草
宇
所
尤
希
勧
五
/

畿
七
道
之
貴
賎
之
芳
志
欲
後
故
山
造
之
伽
藍
並
社
/
頭
損
宮
美
麗
之
巌
具
若
然
奉
加
諸
人
現
在
預
明
/
王
之
加
護
梯
四
魔
三
障
家
内
安
穏
当
来
任
観
音
/

之
引
接
往
九
品
之
浄
剃
託
宝
蓮
之
花
中
市
巴
乃
/
勧
誘
旨
件
[
八
丁
裏
]

比
叡
山
浄
土
院
縁
起
/
夫
以
継
絶
興
廃
要
道
者
一
天
静
寧
之
洪
基
耶
帰
仏
/
礼
神
之
聖
徳
者
万
姓
快
楽
之
大
本
耶
抑
当
山
極
集
浄
土
院
伝
教
大
師
御
廟
堂

287 



弥
陀
如
来
安
置
之
浄
/
場
謂
彼
地
景
趣
東
西
両
塔
之
慮
中
欺
南
北
高
位
/
之
巷
境
津
亦
号
中
道
院
於
子
此
峯
雄
示
常
自
寂
/
滅
之
入
定
密
胎
生
々
々
託
居

之
誓
勿
択
鷲
嶺
/
説
畔
之
聴
衆
薬
王
院
普
薩
再
誕
論
応
迩
智
者
大
[
九
丁
表
]

師
後
身
号
像
季
弘
経
之
人
師
量
非
知
来
所
遣
/
聖
使
耶
避
伺
開
山
之
霊
瑞
神
童
化
現
而
授
八
舌
之
/
仰
鎧
黒
天
影
現
而
諾
関
室
之
日
食
愛
以
凌
千
里
/
之

彼
涛
謁
遂
満
之
両
師
惣
万
法
於
一
心
了
衆
途
/
於
王
視
耶
然
而
延
暦
寺
弘
仁
之
御
宇
為
二
代
之
園
師
/
資
王
法
之
政
化
譲
花
夷
之
両
災
耶
因
葱
/
桓
武
皇

帝
染
震
翁
謁
鎮
護
国
家
道
場
独
在
吾
/
山
耶
高
尾
寺
講
場
南
都
北
京
之
碩
徳
上
表
歎
日
猶
/
知
口
雲
霧
見
三
光
耶
伝
聞
神
感
喝
耶
而
宇
佐
/

[
九
丁
裏
]

八
幡
堂
醍
醐
之
法
味
棒
紫
色
袈
裟
諏
防
明
/
神
裏
旅
庖
之
勧
縁
変
鴛
騎
於
聴
足
知
斯
奇
/
霊
連
々
難
記
不
可
勝
計
既
葱
叡
岳
起
立
元
祖
護
/
仁
不
報
師
恩

誠
是
円
宗
弘
通
棟
梁
何
曹
弗
仰
高
/
徳
耶
雄
然
永
禄
十
二
(
朱
書
、
元
亀
二
年
季
)
仲
秋
兵
乱
之
災
火
起
山
中
/
劫
焼
之
余
煙
嬰
於
御
廟
至
子
此
時
仏
閣

堂
舎
威
/
陽
一
時
煙
神
社
僧
坊
僅
残
楚
塞
数
千
礎
哉
而
以
/
来
鎖
仰
道
断
雪
徒
積
学
窓
跡
旧
蛍
空
飛
歎
/
而
有
余
誰
不
悲
之
哉
予
執
居
把
渓
之
末
流
子

[

一

O
丁
表
]

田
舎
之
古
閑
任
之
再
興
之
志
雄
春
於
肝
誉
造
営
/
之
企
難
促
於
良
材
然
則
触
諸
郡
勧
発
帰
依
之
/
高
家
巡
遍
県
誘
引
助
力
之
染
縦
素
欲
建
立
浄
土
/
院
早

励
学
道
之
資
産
不
可
軽
一
紙
一
塁
記
聖
教
/
買
薬
布
一
由
旬
不
可
捨
一
穂
一
菓
行
斗
薮
浄
土
浮
/
三
千
戸
説
経
云
天
主
帝
釈
羽
子
仏
閣
造
功
之
/
福
力
受

切
利
天
宮
之
快
楽
須
達
長
者
依
祇
園
/
精
舎
之
経
営
視
都
率
内
院
来
報
先
縦
如
斯
/
後
輩
何
不
然
耶
若
而
善
根
信
男

与
道
俗
[
一

O
丁
裏
]

現
世
保
東
朔
等
飽
陶
朱
富
当
来
生
西
方
華
ヤ
塞
/
預
弥
陀
之
化
導
乃
勧
誘
旨
趣
如
件
/
天
正
十
二
年
八
月
日
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②
『
比
叡
山
結
界
之
証
文
』
(
生
源
寺
蔵
)

[
一
丁
表
]
八
瀬
村
山
境
然
家
之
出
納
五
冊
西
故
千
寄
進
之
/
比
叡
山
結
界
之
証
文
写
[
一
丁
裏
〕
[
二
丁
表
]

比
叡
山
結
界
之
謹
文
/
山
家
最
要
略
記
出
/
一
当
山
内
外
結
界
事
/
官
省
府
結
界
亦
名
惣
道
大
行
結
界
/
浄
剃
結
界
章
山
家
大
師
/
東
限
江
際
南

限
宜
谷
/
西
限
下
水
飲
北
限
横
川
谷
/
右
彼
寺
四
至
即
差
遣
左
大
弁
古
磨
別
当
[
二
丁
裏
]
民
忠
等
共
令
加
検
知
弁
定
如
件
/
弘
仁
九
年
三
月
十
八
日

[
三
丁
表
]
今
度
山
門
被
成
御
寄
附
分
事
/
一
本
高
五
百
八
拾
四
石
五
斗
六
升
(
後
補
貼
紙
「
秀
吉
公
始
而
二
千
石
御
寄
附
心
玉
斗
六
升
」
)
江
州
志
賀
郡



五
別
所
/
御
米
百
四
拾
三
石
六
斗
八
升
同
村
/
巳
上
七
百
弐
拾
八
石
二
斗
四
升
/
一
本
高
四
百
四
拾
石
三
斗
六
升
同
郡
南
志
賀
村
/
出
米
四
百
五
拾

石
壱
斗
一
ニ
升
同
村
/
己
上
八
百
九
拾
石
弐
斗
九
升
[
三
丁
裏
]
一
三
百
八
拾
壱
石
四
斗
七
升
同
郡
錦
織
村
内
/
合
弐
子
石
内
/
千
弐
拾
四

石
七
斗
弐
升
本
米
/
九
百
七
拾
玉
石
弐
斗
八
升
出
米
/
右
今
度
御
検
地
之
上
を
以
山
門
之
被
度
/
寄
附
候
也

[
四
丁
表
]
文
禄
五
年
十
月
十
五
日
長
東
大
蔵
判
/
徳
善
院
判
/
施
薬
院
/
観
音
寺
[
四
丁
裏
]
就
比
叡
山
延
暦
寺
再
興
之
儀
為
/
三
塔
寺
領
以
三

井
寺
分
弐
千
石
於
/
大
津
雄
宛
行
依
望
之
上
坂
本
千
/
五
百
石
葛
川
之
内
坊
村
七
拾
参
石
都
合
/
千
五
百
七
拾
参
石
事
以
検
地
之
上
/
永
代
令
寄
附
之
詑

可
有
領
地
於
/
施
薬
院
可
申
渡
候
也
〔
五
丁
表
]
(
後
補
貼
紙
「
秀
吉
公
千
五
百
石
余
御
朱
印
写
」
)
/
慶
長
元
年
十
二
月
三
日
書
判
/
山
門
三
院
/
執

行
代
[
五
丁
裏
]
後
補
貼
紙
「
権
現
様
御
制
札
写
」
)
[
六
丁
表
]
禁
制
比
叡
山
並
山
下
一
軍
勢
甲
乙
人
等
監
妨
狼
籍
事
/
一
放
火
之
事
/
一
山
林
竹
木

伐
採
事
/
付
人
馬
取
事
/
右
保
々
口
令
停
止
畢
前
於
違
犯
/
輩
者
速
可
慮
厳
科
者
也
仰
[
六
丁
裏
〕
下
知
知
件
/
慶
長
五
年
九
月
二
十
一
日
/
権
現
様

千
石
始
而
御
寄
附
書
立
[
七
丁
表
]
御
寺
領
之
書
立
/
一
千
石
五
百
石
江
別
滋
賀
郡
内
上
坂
本
/
是
者
従
前
之
御
寄
進
/
一
七
拾
参
石
同

葛
川
村
内
/
是
右
同
前
/
一
参
千
四
百
二
拾
七
石
下
坂
本
村
内
/
是
者
今
度
新
寄
/
合
五
千
石
〔
七
丁
裏
]

右
之
分
渡
申
候
全
可
有
御
寺
納
江
/
慶
長
六
年
丑
二
月
加
藤
喜
朗
衛
門
/
正
次
判
/
大
久
保
十
兵
衛
/
長
友
判
/
彦
坂
小
刑
部
/
元
正
判
/
山
門
三
院

/
御
寺
中
[
八
丁
表
]
比
叡
山
延
暦
寺
領
近
江
園
志
賀
郡
内
/
上
坂
本
千
五
百
石
葛
川
村
七
拾
参
石
/
下
坂
本
村
内
参
千
四
百
二
拾
七
石
合
五
千
/
石

事
右
永
代
令
寄
附
詑
全
可
被
/
領
地
之
状
知
件
/
慶
長
十
三
年
成
申
八
月
八
日
御
書
判
[
八
丁
裏
]
山
門
三
院
執
行
代
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主
伐
と
植
樹

延
暦
寺
で
は
「
大
師
の
お
衣
」
と
仰
ぐ
比
叡
山
の
山
林
保
全
に
務
め
て
き
て
い
る
。
現
代
も
そ
う
で
あ
る
が
、
古
来
よ
り
必
要
に
応
じ
て
主
伐
⑦
と
植

樹
を
し
て
き
た
こ
と
が
分
か
る
資
料
を
紹
介
し
た
い
。
『
玉
谷
分
山
伐
木
材
』
と
い
う
資
料
で
あ
る
。
こ
の
資
料
は
横
長
で
横
約
三
十
四
糎
の
六
紙
か
ら
な

る
胡
蝶
綴
じ
資
料
で
あ
る
。
内
容
は
三
塔
の
山
林
木
材
を
用
材
と
し
て
伐
採
し
た
量
と
対
価
を
記
し
て
い
る
。
対
価
と
し
て
永
銭
勘
定
③
が
用
い
ら
れ
て

お
り
、
江
戸
期
文
献
と
考
え
ら
れ
る
。

延
暦
寺
の
玉
谷
と
し
て
北
谷
(
西
塔
)
・
東
谷
(
東
塔
)
・
南
尾
谷
(
西
塔
)
・
南
谷
(
酉
塔
)
・
北
尾
谷
(
西
塔
)
を
挙
げ
て
い
る
。
武
博
士
が
著
作
官



頭
に
口
絵
と
し
て
紹
介
@
さ
れ
る
室
町
後
期
か
ら
江
戸
中
期
の
貴
重
写
真
を
参
照
す
る
と
山
林
の
位
置
関
係
が
理
解
し
易
い
。

資
料
の
初
め
に
北
谷
分
と
し
て
、
「
一
松
六
尺
よ
り
三
尺
迄
千
本
但
壱
本
ニ
付
永
百
六
十
文
」
と
挙
げ
る
。
松
を
千
本
(
六
尺
か
ら
三
尺
)
伐
採

し
一
本
に
つ
い
て
百
六
十
文
の
価
格
で
永
銭
勘
定
と
し
て
一
六

O
貫
文
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
金
一
六

O
両
と
な
り
、
現
代
の
山
林
の
木
材
価
格
か
ら

す
る
と
相
当
な
金
額
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
杉
や
桧
や
雑
木
に
つ
い
て
も
同
様
に
主
伐
の
対
価
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
坪
と
し
て
土
地
も
第
二

紙
に
は
「
九
十
四
町
九
反
六
畝
三
歩
/
此
永
九
十
四
貫
九
百
六
十
一
文
」
と
表
記
さ
れ
る
。
最
後
に
五
谷
の
総
計
で
千
五
百
四
十
五
貫
八
百
七
十
七
文
/

八
分
三
厘
と
あ
り
、
木
材
と
土
地
で
総
計
が
金
一
五
四
五
両
の
金
額
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
計
画
的
に
主
伐
と
間
伐
に
よ
っ
て
山
林
を
保

全
し
、
同
時
に
堂
塔
維
持
に
用
材
な
ど
の
資
源
が
充
て
ら
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

次
に
『
建
仁
寺
よ
り
当
院
に
菩
提
樹
の
来
た
り
し
証
i
』
を
紹
介
す
る
。
包
紙
一
紙
を
含
め
た
三
紙
か
ら
な
る
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
。
寛
政
六
年
(
一

七
九
四
)
、
延
暦
寺
の
か
ね
て
求
め
て
い
た
菩
提
樹
が
、
建
仁
寺
よ
り
贈
呈
さ
れ
た
記
録
で
あ
る
。
栄
西
禅
師
が
宋
よ
り
将
来
し
た
種
の
菩
提
樹
一
株
を
建

仁
寺
の
侍
真
東
易
が
浄
土
院
の
侍
真
に
贈
っ
た
証
書
で
あ
る
。
他
の
一
紙
は
翌
月
に
浄
土
院
の
侍
真
僧
が
建
仁
寺
の
侍
真
に
宛
て
た
礼
状
の
写
し
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
栄
西
禅
師
将
来
に
由
来
す
る
菩
提
樹
を
辱
く
も
恵
ま
れ
て
浄
土
院
と
い
う
伝
教
大
師
の
廟
前
に
植
え
る
こ
と
が
で
き
た
記
録
で
あ

る
。
か
つ
て
栄
西
禅
師
が
修
行
さ
れ
た
比
叡
山
で
禅
師
が
宋
よ
り
伝
来
さ
れ
た
種
の
菩
提
樹
が
大
師
の
廟
所
に
植
樹
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

最
後
に
『
杉
桧
伐
採
件
』
資
料
を
紹
介
す
る
。
こ
れ
は
明
治
十
一
年
に
延
暦
寺
が
京
都
府
の
槙
村
正
直
知
事
に
嘆
願
し
た
十
五
紙
か
ら
な
る
書
で
あ
る
。

延
暦
寺
諸
堂
が
長
年
の
湿
気
に
よ
り
傷
み
が
進
み
、
そ
の
営
繕
に
木
材
を
伐
る
許
可
を
申
請
し
て
い
る
。
境
内
の
西
塔
の
北
谷
と
北
尾
谷
と
南
尾
谷
の
三

谷
の
三
万
坪
に
充
分
成
長
し
て
い
る
杉
桧
を
三
百
本
営
繕
の
用
材
と
し
た
い
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
伐
採
し
た
跡
地
に
は
苗
木
を
植
え
て
水
源
と
土
砂
管

理
に
努
め
る
計
画
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
本
資
料
の
第
五
丁
を
み
る
と
、
こ
の
申
請
に
あ
た
っ
て
青
蓮
院
住
職
と
妙
法
院
住
職
が
副
願
と
し
て
協
力

し
名
を
連
ね
て
い
る
。
次
の
第
六
丁
は
「
境
内
杉
檎
七
百
九
十
本
之
内
/
第
一
期
百
六
十
本
杉
檎
」
と
あ
り
、
境
内
の
杉
桧
七
九

O
本
の
計
画
で
西
塔
だ

け
で
な
く
横
川
の
戒
心
谷
・
般
若
谷
・
解
脱
谷
・
飯
室
谷
の
伐
採
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
録
か
ら
相
当
数
の
営
繕
用
の
伐
採
が
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

③
『
玉
谷
分
山
伐
木
材
』
(
生
源
寺
蔵
)
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[
第
一
紙
]
北
谷
分
/

一
松
六
尺
よ
り
三
尺
迄
千
本
但
壱
本
ニ
付
永
百
六
十
文
/
此
永
百
六
拾
貫
文
/
一
杉
九
尺
よ
り
六
尺
迄
三
百
本
但
壱
本
ニ
付
壱
貫
四
百
文

/
此
永
四
百
弐
拾
貫
文
/
一
同
六
尺
よ
り
三
尺
迄
五
百
本
但
壱
本
ニ
付
永
百
六
十
文
/
此
永
八
拾
貫
文
/
一
同
三
尺
よ
り
壱
尺
迄
千
五
百
本

但
壱
本
ニ
付
永
四
十
文
/
此
永
六
拾
貫
文
/
一
雑
木
六
尺
よ
り
三
尺
迄
千
本
但
壱
本
ニ
付
永
二
十
四
文
/
此
永
弐
拾
四
貫
文
/
一
地
坪
弐
拾
九

万
五
千
九
百
七
十
坪
/
内
/
壱
万
千
八
十
坪
山
崩
壱
反
ニ
付
永
十
文
/
新
反
則
三
町
六
反
九
畝
十
歩
/
此
永
三
百
六
十
九
文
三
歩
文
確
[
第
二
紙
]

弐
拾
八
万
四
千
八
百
九
十
弐
坪
/
新
反
別
九
十
四
町
九
反
六
畝
三
歩
/
此
永
九
十
四
貫
九
百
六
十
一
文
/
但
壱
反
歩
ニ
/
永
百
文
北
谷
分
/
一
八
百
三

拾
玉
寅
三
百
三
十
文
三
歩
三
厘
/
文
九
貫
文
/
全
八
万
四
千
三
百
三
十
文
三
歩
三
厘
/
東
谷
分
/
一
松
六
尺
よ
り
三
尺
迄
百
本
但
壱
本
ニ
付

永
百
四
十
文
/
此
永
拾
四
貫
文
/
一
松
六
尺
よ
り
三
尺
迄
五
百
二
十
七
本
但
壱
本
ニ
付
永
百
四
十
文
/
此
永
七
十
三
貫
七
百
八
十
文
/
一
檎
尺

よ
り
三
尺
迄
十
本
但
壱
本
ニ
付
永
二
十
文
/
此
永
〆
二
百
文
/
一
雑
木
尺
よ
り
三
尺
迄
百
五
十
本
但
壱
本
ニ
付
永
二
十
四
文
/
此
永
三
貫
六

百
文
/
[
第
三
紙
]
東
尾
谷
分
/
一
杉
六
尺
よ
り
三
尺
迄
千
六
百
四
十
六
本
/
但
壱
本
ニ
付
/
永
百
六
十
文
/
此
永
弐
万
六
千
三
百
六
十
文
一
同

九
尺
よ
り
六
尺
迄
三
十
四
本
但
壱
本
ニ
付
永
壱
貫
四
百
文
/
此
永
四
十
七
貫
六
百
文
/
一
槍
六
尺
よ
り
三
尺
迄
弐
百
九
十
一
本
但
壱
本
ニ
付

永
弐
百
文
/
此
永
四
十
四
貫
弐
壱
百
文
/
一
地
坪
六
万
二
千
四
百
六
十
二
坪
/
新
反
別
弐
千
町
八
反
二
畝
四
歩
/
此
永
弐
拾
〆
八
百
二
十
反
七
歩
/
但

壱
反
歩
ニ
付
/
永
百
文
/

南
尾
谷

永
三
百
七
十
貫
九
百
八
十
七
歩
[
第
四
紙
]
一
地
坪
九
百
千
反
八
十
八
坪
/
新
反
別
三
十
貫
三
百
九
十
六
文
/
但
壱
反
付
/
永
百
文
/

東
谷
分
/
〆
永
百
二
十
貫
九
百
七
十
六
文
/

南
谷
分
/
一
杉
三
尺
よ
り
壱
尺
迄
五
百
二
十
本
但
壱
本
ニ
付
永
四
十
文
/
此
永
弐
拾
貫
百
文
/
一
雑
木
三
尺
よ
り
壱
尺
迄
百
十
本
但
壱
本

ニ
付
永
二
十
四
文
/
此
永
二
千
六
百
四
十
文
/
一
地
坪
九
百
八
千
百
六
十
八
坪
/
新
反
別
三
拾
二
町
七
反
二
畝
八
歩
/
此
永
三
十
貫
七
百
二
十
文
/

但
壱
・
・
・
/
永
百
文
/

南
谷
文
/
〆
永
五
十
六
貫
百
四
十
二
文
六
歩
[
第
五
紙
]

北
尾
分
/
壱
杉
六
尺
よ
り
三
尺
迄
三
百
九
十
本
但
壱
本
ニ
付
永
百
六
十
文
/
此
永
六
十
二
貫
四
百
文
/
一
同

三
尺
よ
り
壱
尺
迄
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弐
百
四
十
本



但
壱
本
ニ
付
永
四
十
文
/
此
永
九
貫
七
百
二
十
文
/
一
地
坪
拾
弐
万
千
五
十
五
坪
/
新
反
別
四
十
町
三
反
三
畝
三
歩
/
此
永
田
拾
貫
三
百
五
十
壱
文
七
歩

/
但
壱
反
歩
ニ
付
/
永
百
文

北
尾
分
/
一
永
百
十
二
寅
四
百
七
十
一
文
/
院
内
山
/
一
杉
六
尺
よ
り
三
尺
迄
六
十
本
但
壱
本
ニ
付
永
百
六
十
文
/

此
永
九
貫
六
百
文
/
一
同
九
尺
よ
り
六
尺
迄
二
十
本
但
壱
本
ニ
付
永
壱
貫
四
百
文
此
永
弐
拾
八
貫
[
第
六
紙
]
一
雑
木
十
五
本
但
壱
本
ニ
付

永
二
十
四
文
/
此
永
三
百
六
十
文
一
地
坪
壱
万
八
千
九
百
二
十
坪
/
此
反
別
六
町
三
反
二
十
歩
/
此
永
六
百
三
十
六
文
/
山
欠
山
崩
地
/
壱
反
ニ
付
/

永
十
文
/
一
同
三
千
五
十
九
坪
但
壱
反
歩
ニ
付
/
永
百
文
/
此
反
別
壱
町
壱
反
二
十
九
歩
/
此
永
壱
貫
百
八
十
文
/

〆
永
三
十
九
貫
七
百
七
十
六
文
/
玉
谷
分
/
〆
永
千
五
百
四
十
五
貫
八
百
七
十
七
文
/
八
分
三
厘

④
『
建
仁
寺
よ
り
当
院
に
菩
提
樹
の
来
た
り
し
証
i
』
(
止
観
院
蔵
)

〔
第
一
紙
]
建
仁
寺
ヨ
リ
当
院
へ
菩
提
樹
ヲ
送
リ
シ
[
第
二
紙
]

畢
鉢
羅
樹
一
株
/
曽
開
斯
樹
茎
黄
白
枝
葉
青
翠
/
冬
夏
不
凋
光
鮮
無
変
毎
至
浬
繋
/
之
日
葉
皆
凋
落
頃
魁
復
故
在
昔
/
貴
山
嚢
祖
自
宗
園
取
将
其
来
也
/

久
耶
今
也
得
時
辱
恵
其
児
孫
裁
/
之
開
祖
之
廟
前
共
待
慈
尊
之
暁
/
者
也
/
延
暦
寺
/
極
楽
浄
土
院
侍
民
/
寛
政
六
年
甲
寅
十
一
月
/
建
仁
寺
/
興
禅
護

園
院
/
侍
民
御
房

〔
第
三
紙
]
菩
提
樹
一
株
/
右
当
山
開
祖
自
宋
園
所
将
来
之
/
遺
種
也
葱
因
懇
求
贈
進
知
件
/
建
仁
寺
/
興
躍
護
園
院
侍
虞
/
寛
政
六
年
甲
寅
十
月
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⑤
『
杉
桧
伐
採
件
』
(
延
暦
寺
蔵
)

[
一
丁
表
]

京
都
府
内
現
境
内
/
宇
西
塔
北
谷
南
院
三
谷
/
杉
檎
伐
採
件
/
営
繕
掛

諸
堂
営
繕
用
材
件
歎
願
/
滋
賀
懸
下
近
江
圏
滋
賀
郡
阪
本
村
/

天
台
宗
延
暦
寺
/
嘗
寺
諸
堂
義
桓
武
天
皇
勅
願
ニ
テ
草
創
爾
来
/
歴
朝
ノ
天
皇
御
崇
敬
被
為
在
天
正
年
間
再
興
以
来
モ
官
/

費
ヲ
以
テ
御
修
理
被
成
下
置
候
然
慮
文
化
年
中
以
後
御
修
/
理
無
御
座
数
拾
年
ノ
星
霜
ヲ
重
ネ
深
山
幽
渓
ノ
地
雲
霧
常
ニ
/

[
一
丁
裏
〕

[
二
丁
表
]



覆

ι湿
気
石
ヲ
穿
ツ
裡
ニ
御
座
候
得
者
慶
屋
朽
腐
雨
露
/
ヲ
防
等
難
捨
置
依
之
立
木
伐
採
仮
修
繕
致
シ
来
候
慮
一
般
/

[
二
丁
裏
]

上
知
被
仰
出
従
来
疲
弊
ノ
一
山
知
何
ト
モ
微
カ
ニ
難
及
荏
/
莱
歳
月
相
遷
堂
舎
敗
類
ノ
景
況
門
山
一
同
焦
慮
悲
歎
・
/
在
候
ル
ニ
方
今
要
務
布
教
ノ
道
場

旦
古
跡
保
存
ノ
御
趣
意
/
ニ
封
シ
深
ク
奉
恐
入
候
付
昨
十
年
七
月
一
山
永
続
方
法
諸
堂
/
営
繕
ノ
義
請
末
寺
ニ
及
合
義
永
続
ノ
方
法
粗
相
立
候
エ
共
目
/

今
ノ
凌
方
山
上
ニ
テ

O
用
材
買
入
候
義
力

O
不
及
ヨ
リ
テ
現
境
内
内
樹
木
/
ノ
内
伐
採
奉
懇
願
度
候
条
御
管
下
嘗
寺
現
境
内
宇
西
塔
北
谷
/
北
尾
南
尾
三

谷
凡
拾
三
高
齢
ノ
地
坪
ニ
生
長
候
樹
木
目
通
弐
/
尺
回
リ
以
上
凡
三
万
絵
本
ノ
内
杉
檎
損
木
心
止
リ
等
取
雑
用
/
[
三
丁
表
]
材
ニ
相
成
候
分
三
百
本
御

検
査
ノ
上
営
繕
用
材
ニ
御
下
渡
/
被
成
下
度
只
管
奉
歎
願
候
尤
願
之
通
御
許
可
ノ
上
ハ
跡
地
へ
/
首
木
植
付
水
源
土
砂
ノ
差
問
無
之
厚
ク
注
意
可
仕
候
保

特
/
別
ノ
御
仁
憐
ヲ
以
テ
右
願
之
通
御
聴
届
被
成
下
度
此
椴
偏
/
ニ
奉
歎
願
候
也
/
右
寺
々
中
総
代
/
行
泉
院
住
職
/
明
治
十
一
月
三
月
権
中
講
義
喜

里
山
光
濯
/
同
[
三
工
裏
]
行
光
坊
住
職
/
権
大
講
義
清
見
叔
栄
/
同
寺
副
幹
事
/
渓
慶
院
住
職
/
訓
導
大
谷
光
臆
/
同
寺
幹
事
/
園
乗
院
住
職

/
中
講
義
三
津
玄
深
[
四
丁
表
]
京
都
府
知
事
槙
村
正
直
殿
/
前
書
之
通
付
奥
印
仕
候
也
/
右
区
長
/
松
村
正
造
/
右
戸
長
/
宮
下
良
造

[
五
丁
表
]
副
願
/
祖
山
延
暦
寺
者
/
暦
朝
之
寵
遇
ヲ
蒙
リ
提
護
ニ
安
シ
宏
壮
ヲ
極
メ
/
候
末
維
新
草
正
官
営
ヲ
止
ラ
レ
候
上
ハ
全
伽
/
藍
ヲ
永
遠
ニ
保
続

ス
ル
ニ
策
無
ク
責
テ
ハ
主
堂
要
/
問
ヲ
修
理
シ
内
国
一
個
ノ
寺
観
ヲ
殆
ト
類
廃
ス
ル
ニ
/
興
シ
宗
祖
ノ
正
脈
ヲ
将
ニ
絶
ン
ト
ス
ル
ニ
継
ク
ノ
衷
情
/

ヲ
以
客
歳
之
ヲ
宗
徒
ニ
議
シ
候
共
素
ヨ
リ
薄
乏
ノ
/
檀
末
合
シ
テ
以
尚
綿
力
不
得
止
境
内
樹
木
供
用
/
[
五
丁
裏
]
ノ
儀
歎
願
仕
候
間
賞
地
御
調
査
ノ
上
何

卒
朽
株
/
生
色
ノ
寵
儀
ヲ
以
出
願
ノ
旨
御
聴
許
被
下
度
以
偲
/
副
ヲ
御
願
申
上
候
也
/
青
蓮
院
住
職
/
明
治
十
一
年
三
月
二
十
二
日
権
少
教
E
吉
水
覚

昌
/
妙
法
院
住
職
/
妙
法
院
住
職
/
少
教
正
都
田
寂
順
/
京
都
府
知
事
槙
村
正
直
殿
[
六
丁
表
]
境
内
杉
槍
七
百
九
十
本
之
内
/
第
一
期
百
六
十
本
杉
檎

伐
採
番
号
木
数
記
[
六
丁
裏
]
明
治
十
一
年
三
月
二
十
七
日
・
・
第
一
期
百
六
十
本
内
山
上
営
繕
伐
木
覚
/

字
東
塔
北
谷
杉
八
十
本
迄
ノ
内
第
一
期
/
一
尺
廻
リ
六
尺
一
同
五
尺
/
一
同
八
尺
一
同
六
尺
/
一
同
九
尺
一
同
五
尺
/
一
同

七
尺
五
寸
一
同
四
尺
/
一
同
四
尺
五
寸
一
同
五
尺
/
一
同
四
尺
五
寸
一
同
六
尺
/
一
同
五
尺
一
同
五
尺
五
寸
〔
六
丁
裏
二

同
四
尺
玉
寸
一
同
六
尺
/
一
同
六
尺
一
同
四
尺
五
寸
/
一
同
五
尺
一
同
五
尺
玉
寸
/
一
同
六
尺
一
同
五
尺
/
一
同
六
尺

一
同
六
尺
/
一
同
六
尺
一
同
八
尺
/
一
同
八
尺
一
同
四
尺
玉
寸
/
一
同
八
尺
一
同
七
尺
/
一
同
五
尺
一
同
五
尺
/
[
七

丁
表
]
一
同
五
尺
一
同
六
尺
/
一
同
五
尺
一
同
六
尺
五
寸
/
一
同
五
尺
主
寸
一
同
五
尺
五
寸
/
一
同
四
尺
一
同
五
尺
五
寸
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/
以
上
四
十
一
本
/
字
東
体
旦
岡
谷
一
同
尺
廻
リ
六
尺

尺
[
七
丁
裏
ご
同
三
尺
一
同
五
尺
/
一
同
五
尺

字
東
塔
東
谷

一

同

四

尺

一

同

五

尺

/

一

同

五

尺

以

上

三

本

/

字
西
体
旦
閉
谷

[

八

丁

表

]

一

同

尺

廻

五

尺

五

寸

一

同

四

尺

五

寸

/

一

同

四

尺

五

寸

/

一

同

三

尺

五

寸

一

同

五

尺

五

寸

/

一
同
五
尺
一
同
四
尺
五
寸
/
一
同
六
尺
一
同
六
尺
/
一
同
四
尺
一
同
五
尺
五
寸
/
一
同
六
尺
五
寸
一
同
四
尺
五
寸
/

一
同
五
尺
一
同
四
尺
五
寸
/
一
同
五
尺
五
寸
一
同
五
尺
五
寸
/
〔
八
丁
裏
]
一
同
六
尺
一
同
四
尺
五
寸
/
一
同
六
尺
五
寸
一

同
七
尺
/
一
同
四
尺
五
寸
一
同
五
尺
/
一
同
五
尺
一
同
四
尺
五
寸
/
一
同
四
尺
五
寸
一
同
五
尺
五
寸
/
一
同
四
尺
一
同

四
尺
五
寸
/
一
同
六
尺
一
同
四
尺
/
一
同
五
尺
五
寸
一
同
四
尺
五
寸
/
一
同
五
尺
一
同
四
尺
/
[
九
丁
表
]
一
同
四
尺

五

尺

/

一

同

六

尺

以

上

四

十

字
横
河
都
卒
谷

一

尺

廻

リ

四

尺

五

寸

一

同

四

尺

七

寸

/

一

同

四

尺

一

同

五

尺

/

以

上

四

本

一

同

四

尺

八

寸

一

同

五

尺

/

一

同

五
寸
一
同
四
尺
/
[
九
丁
裏
二
同
六
尺
一
同
四
尺
五
寸
/
一
同
六
尺
五
寸
一
同
七
尺
/
一
同
四
尺
五
寸
一
同
五
尺

一
同
五
尺
一
同
四
尺
五
寸
/
一
同
四
尺
五
寸
一
同
五
尺
五
寸
/
一
同
四
尺
一
同
四
尺
五
寸
/
一
同
六
尺

同

五

尺

五

寸

一

同

四

尺

五

寸

/

一

同

五

尺

一

同

四

尺

/

〔
十
丁
表
]
字
横
川
戒
心
谷

一
尺
廻
リ
同
六
尺
一
同
四
尺
八
寸
/
一
同
五
尺
五
寸
一
同
六
尺
/
一
同
四
尺
五
寸

尺
/
一
同
五
尺
五
寸
一
同
四
尺
/
〔
十
丁
裏
]
一
同
五
尺
一
同
四
尺
/
一
同
五
尺

一
同
五
尺
一
同
五
尺
/
一
同
五
尺
五
寸
一
同
四
尺
五
寸
/
一
同
五
尺
五
寸
一
同

四

尺

五

寸

五

尺

/

一

同

九

尺

五

寸

九

尺

五

寸

/

以

上

二

十

六

本

同 一
同
四
尺
五
寸
/
一
同

八
尺
/
同
八
尺

四
尺
王
寸
一
同

以
上
十
一
本

四
尺
五
寸
/
一
同

五
尺

同

四

五
尺

同

同
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五
尺

同

四
尺
/

五
尺
/
一
同

一
同
四
尺
/

四
尺
七
寸
/
一
同

同

四
尺
八
寸

同

五

亙
尺

同

五
尺
/

同

同

同



[
十
一
丁
表
]
字
横
川
般
若
谷

一
同
七
尺
一
同
五
尺
五
寸
/
一
同
五
尺
一
同
四
尺
五
寸
/
一
同

一
同
四
尺
玉
寸
一
同
三
尺
八
寸
/
一
同
五
尺
一
同
五
尺
/
一
同

[
十
一
丁
基
一
同
五
尺
五
寸
一
同
五
尺
/
以
上
拾
九
本

字
横
川
解
脱
谷

一
尺
廻
リ
同
六
尺
字
横
川
飯
室
谷
一
尺
廻
リ
四
尺
八
寸
一
同

以
上
回
本
総
ジ
テ
百
四
拾
五
本
内
東
塔
五
十
五
本
酉
塔
四
十
本

四
尺
五
寸

五
尺

同

王
尺
五
寸
/
一
同

四
尺
/
一
同
五
尺

六
尺

一
同

一
同
四
尺
玉
寸
/

四
尺
五
寸
/

同

四
尺
五
寸
/
一
同

横
川
五
十

四
尺

同

四
尺
/

四

む
す
び

比
叡
山
で
は
伝
教
大
師
の
山
修
山
学
の
理
念
が
今
日
ま
で
継
承
さ
れ
る
。
信
長
に
よ
る
元
亀
法
難
の
後
、
そ
の
理
念
が
近
世
ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
た

か
の
一
端
を
植
栽
関
連
文
書
五
点
の
新
資
料
に
よ
っ
て
辿
っ
た
。
伽
藍
が
灰
燈
と
帰
し
た
後
、
年
月
を
隔
て
ず
再
輿
が
な
さ
れ
て
い
っ
た
。
秀
吉
な
ど
の

権
力
者
の
力
や
多
数
の
信
徒
に
よ
っ
て
伽
藍
整
備
が
な
さ
れ
、
年
代
を
経
る
と
共
に
堂
塔
維
持
の
た
め
に
三
塔
地
区
の
樹
木
が
用
材
と
し
て
伐
採
さ
れ
、

伐
採
地
に
苗
木
を
植
え
、
あ
る
い
は
伐
採
し
た
木
材
が
相
当
額
の
営
繕
費
用
に
充
て
ら
れ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
た
。

静
寂
な
環
境
で
学
び
修
行
す
る
精
神
は
天
台
大
師
よ
り
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
最
澄
を
宗
祖
と
し
て
比
叡
山
の
山
林
を
大
師
の
御
衣
と
仰
ぐ
心
が
、
建

仁
寺
よ
り
延
暦
寺
浄
土
院
に
贈
呈
さ
れ
た
菩
提
樹
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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①
武
覚
超
「
伝
教
大
師
の
山
修
山
学
と
末
法
思
想
」
(
武
覚
超
『
比
叡
山
仏
教
の
研
究
』
法
蔵
館
、
二

O
O八
年
、
三
l

一
O
頁
)

②
武
覚
超
『
比
叡
山
諸
堂
史
の
研
究
』
法
蔵
館
、
二

O
O八
年
。
同
『
比
叡
山
仏
教
の
研
究
』
法
蔵
館
、
二

O
O八
年
。

③
『
天
台
座
主
記
』
四
六
三

1
四
六
四
・
四
六
五
。

③
『
天
台
座
主
記
』
四
六
九
。



③
武
覚
超
『
比
叡
山
諸
堂
史
の
研
究
』
一
九

O
i
一
九
七
頁
。

⑥
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
第
一
一
一

0
・
一
五
一
頁
。

⑦
主
伐
と
は
、
林
業
で
伐
期
に
達
し
た
樹
木
を
伐
る
こ
と
。
(
『
広
辞
苑
』
第
六
版
二
ニ
五

O
頁
。
)

③
『
日
本
歴
史
大
辞
典
』
第
二
巻
・
河
出
書
房
・
一
九
八
五
年
・
一
四
l
一
五
頁
。

@
武
覚
超
『
比
叡
山
諸
堂
史
の
研
究
』
巻
頭
の
口
絵
「
比
叡
山
南
渓
蔵
/
室
町
後
期
の
絵
図
」
「
山
門
三
塔
坂
本
惣
絵
図
・
全
二
葉
の
う
ち
、
横
川
・
坂
本

全
図
」
「
山
門
三
塔
坂
本
惣
絵
図
・
全
二
葉
の
う
ち
、
東
塔
・
西
塔
全
図
」

拙
論
の
執
筆
に
あ
た
り
、
貴
重
な
資
料
閲
覧
と
写
真
撮
影
な
ら
び
に
本
報
告
書
へ
の
掲
載
許
可
を
賜
っ
た
叡
山
文
庫
・
延
暦
寺
御
当
局
に
心
よ
り
感
謝
い

た
し
ま
す
。
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